
この「横手市社協だより」は、社協会費を活用しています

横手市社協だより 号64
2019.1.1

みんなが主役！みんなでつくる 人にやさしいまち横手

横手市社会福祉協議会

　山内福祉センターの自立者支援通所事業（ミニデイ）において、新年
の幸福を願い“招き猫”を作りました。
　思いのほか難しい作業に苦戦しつつも、新年への願いを込めて作った
作品を皆さん嬉しそうに眺めていました。
　ご利用者が製作した67作品をゆうらく館内に飾っています。たくさ
んの思いが詰まった“招き猫”が福を招いてくれることでしょう。

ゆうらく館は、市内に住む60歳以上の方であれば210円で温泉に入ることが
できます。新年は１月４日（9：00～16：00※月曜休み）から営業しているので、
是非ご来館ください。（山内福祉センター：☎53－3009）



３ 社協だより

　
表
彰
さ
れ
た
皆
様
の
中
か
ら
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
方

の
活
動
の
み
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
北
嶋
和
枝
さ
ん

　
視
覚
に
障
が
い
を
も
ち
な
が
ら
、
二
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
盲
導
犬
の
周
知
活
動
や
小
中
学
校
の
福
祉
学
習

の
講
師
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
柴
田
あ
つ
子
さ
ん

　
福
祉
協
力
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た
ほ
か
、
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
の
運
営
協
議
会
委
員
や

い
き
い
き
サ
ロ
ン
世
話
人
な
ど

を
務
め
ら
れ
、
地
域
の
生
涯
学

習
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
秋
田
県
立
平
成
高
等
学
校

　
野
球
部

　
学
校
周
辺
の
住
宅
地
や
川
沿

い
に
お
い
て
、
日
常
的
に
ゴ
ミ

拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
や
除
雪

作
業
を
行
っ
て
お
り
、
先
輩
た

ち
か
ら
引
き
継
ぎ
な
が
ら
二
十

年
以
上
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
乗
阿
気
集
落

　
地
域
福
祉
の
必
要
性
を
認
識

し
、
長
年
に
わ
た
り
全
世
帯
が

賛
助
会
員
と
し
て
協
力
を
続
け

て
い
る
ほ
か
、
地
域
ぐ
る
み
で

い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
の
福
祉

活
動
を
積
極
的
に
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。

横
手
市

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
者
の
ご
紹
介
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▼
横
　
手
…
北
嶋
和
枝

▼
雄
物
川
…
柴
田
あ
つ
子

▼
平
　
鹿
…
秋
田
県
立
平
成
高
等
学
校 

野
球
部

▼
大
　
雄
…
乗
阿
気
集
落

▼
平
　
鹿
…
伊
藤
半
司

▼
埼
玉
県
…
柴
田
雅
子

◆
浄
財
寄
付
等
に
よ
り
、

　
社
会
福
祉
の
向
上
に

　
尽
力
さ
れ
た
方
（
二
名
）

▼
横
　
手
…
藤
井
健
太
郎
、

　
　
　
　
　
鎌
田
勲
一

▼
雄
物
川
…
矢
野
絹
子

▼
十
文
字
…
高
橋
邦
夫

▼
大
　
雄
…
金
山
龍
一

◆
長
年
に
わ
た
り
、

　
本
会
理
事
、
評
議
員

　
と
し
て
社
会
福
祉
の

　
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
方

（
五
名
）

◆
長
年
に
わ
た
り
、
社
会
奉
仕
活
動
を
行
い
、

　
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
・
団
体（

二
名
・
二
団
体
）

感
謝
状

社
会
福
祉
功
労

▼
横
　
手
…
米
沢
谷
八
朗
、
武
藤
紘
資
、
廣
瀬
裕
子
、

　
　
　
　
　
小
田
嶋
祥
夫
、
七
尾
喜
美
代
、
新
田
勝
江
、

　
　
　
　
　
伊
藤
孝
志
、
沢
田
詳
子
、
片
庭
啓
子
、

　
　
　
　
　
佐
々
木
邦
平
、
落
合
勝
子
、
土
田
信
雄
、

　
　
　
　
　
百
合
川
米
子

▼
増
　
田
…
内
藤
三
男
、
伊
藤
和
夫

▼
平
　
鹿
…
吉
田
光
男
、
松
澤
武
弘
、
佐
藤
喜
恵
子

▼
雄
物
川
…
坪
井
幸
子

▼
大
　
森
…
照
井
け
ん
子

▼
十
文
字
…
柴
田
早
子
、
柿
﨑
冨
士
雄
、
武
石
正
久
、

　
　
　
　
　
丹
尾
德
子
、
鈴
木
榮
子
、
佐
々
木
幸
雄
、

　
　
　
　
　
渡
部
恭
子

▼
大
　
雄
…
伊
藤
洋
子
、
髙
橋
清
悦

◆
長
年
に
わ
た
り
、福
祉
協
力
員
と
し
て
地
域
福
祉
の

　
推
進
に
貢
献
さ
れ
、そ
の
活
動
が
顕
著
な
方

（
二
十
九
名
）

乗阿気集落 平成高等学校野球部

みん
なが主役

！ みんなでつくる 人にやさしいまち横手

大会テーマ

平成30年度

横手市社会福祉大会
　２年ぶりの開催となる横手市社会福祉大会が、10月23日（火）、秋田
ふるさと村ドーム劇場を会場に開催され、ご来賓や福祉関係者など多くの
方々にご参加いただきました。
　この大会を契機として、一人ひとりが主役となり、みんなで協力しなが
ら、みんなが安心して暮らすことのできる地域づくりを進めて参ります。

　
中
学
生
と
協
働
し
た
清
掃
活
動
や
地

域
の
方
々
と
の
交
流
会
な
ど
、
地
域
の
実

情
を
知
り
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
実
践
し

て
い
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
お

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
に
花
を
届
け

る
活
動
で
は
、
児

童
が
地
域
の
関
係

者
や
高
齢
者
の
役

を
演
じ
、
実
際
の

様
子
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
大
会
式
典
で
は
、
ご
来
賓
の

皆
様
の
ご
祝
辞
を
は
じ
め
、
長

年
に
わ
た
っ
て
社
会
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰

や
地
域
共
生
社
会
の
実
現
な
ど

を
め
ざ
し
た
大
会
宣
言
の
提
唱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大会式典

横
手
市
立
植
田
小
学
校
（
十
文
字
町
）

「
地
域
に
笑
顔
を
届
け
よ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

２社協だより

　
支
え
あ
い
の
必
要
性
の
ほ

か
、
一
方
的
な
「
支
え
る
」
ま

た
は
「
支
え
ら
れ
る
」
に
な
り

が
ち
な
近
所
同
士
の
関
係
性
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
お
互
い
が
関

心
を
持
ち
あ
い
、
お
互
い
が
で

き
る
こ
と
を
交
換
し
あ
う
「
お

互
い
様
の
関
係
」
＝
「
ホ
ン
モ

ノ
の
支
え
あ
い
」
な
ど
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講　演

みんなが主役！
　みんなでつくる

人にやさしいまち横手
酒　井　　保氏
（ご近所福祉クリエーター）

福祉教育活動
実践発表



５ 社協だより

　

平
成
十
八
年
よ
り
活

動
を
始
め
、
転
倒
予
防

や
栄
養
、
口
腔
ケ
ア
、

横
手
病
院
出
前
講
座
な

ど
健
康
に
関
す
る
内
容

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

参
加
者
が
い
つ
も
元
気

で
快
活
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は

開
催
日
を
心
待
ち
に
し

て
い
て
、
お
茶
っ
こ
を

飲
み
な
が
ら
語
ら
い
、

い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
な

い
サ
ロ
ン
で
す
。

雄物川 薄
井
い
ち
ご
会

い
いき きサロン

わたし
のまち

の

ふれあい

 いきいきサロン世話人研修会

　たくさんの方が集い末長く続くいきいきサ

ロンになるよう、運営のヒントになる講話や

レクリエーションの紹介・体験などを内容に、

世話人研修会を開催しました。

楽しく交流できるように

　地域福祉活動のあり方等に関する講義や共

助組織の活動事例を聞き、参加者同士で自身の

地域を思い浮かべながら、地域課題や必要な

取り組みなどについて意見交換を行いました。

　地域福祉活動入門講座

地域共生社会の実現に向けて

　
「
わ
た
し
た
ち
の
サ

ロ
ン
は
準
備
す
る
の
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
」
と

代
表
世
話
人
の
加
藤
正

男
さ
ん
。
参
加
者
が
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
会

場
準
備
や
後
片
付
け
を

協
力
し
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

　

花
見
や
紅
葉
観
賞
の

季
節
感
あ
る
内
容
や
お

楽
し
み
会
な
ど
、
参
加

者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

横 手 根
田
川

い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

今
年
で
三
年
目
と
な

り
、
ほ
ぼ
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
大
変
好

評
で
四
十
人
ほ
ど
参
加

が
あ
り
男
性
も
十
人
以

上
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
婦
人
会
、

た
め
ぐ
ら
会
も
含
め
て

活
発
に
活
動
す
る
地
域

性
が
町
内
を
明
る
く
元

気
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
世
話
人

同
士
で
話
し
合
い
楽
し

く
サ
ロ
ン
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

増 田 縫
　
殿

い
き
い
き
サ
ロ
ン

11.17土/平鹿生涯学習センター

11.20火/サンサンよこて

４社協だより

パーク情報

　雄物川高校の生徒が認知症の原因や症状な

どについて学びました。様々な状況を想定した

対応方法についてグループワークを行い、悩み

ながらもそれぞれの考えを発表していました。

 認知症サポーター養成講座

　秋のレクリエーション

　ご利用者による歌の披露と水風船すくいや

輪投げなどで苑内レクリエーションを行いま

した。ご利用者同士また職員と一緒に秋のひ

とときを笑顔で楽しみました。

認知症の方への対応学ぶ

小春日和のひととき

　増田小学校４年生を対象に、バリアフリー

について考える学習を行いました。車いすや

高齢者疑似体験などを通して障がいのある方

のために自分たちができることを考えました。

 増田小学校福祉出前事業

バリアフリーを考えよう

　障がいのある方やボランティア、学生など

約130名の参加で開催され、スポーツ交流で親

睦を深めたほか、昼食では毎年恒例のボラン

ティア手作りの芋の子汁に舌鼓を打ちました。

第38回輪気愛相スポーツ交流会

スポーツと食の秋

11.5月/秋田ふるさと村 10.26金/雄物川高校

10.28日/さかえ館11.14水/雄 水 苑



７ 社協だより

一
、
遠
い
日
の
お
か
っ
ぱ
写
真
も
セ
ピ
ア
色

小
　
西
　
威
　
子 

さ
ん
／
雄
物
川

一
、
喜
寿
の
会
ふ
る
さ
と
歌
い
子
に
返
る

ペ
ン
ネ
ー
ム 

阿
部
清
風
さ
ん
／
増
　
田

一
、
舞
う
雪
を
口
に
食は

ん
で
は
子
等
跳
る

淡
　
路
　
鉄
　
夫 
さ
ん
／
横
　
手

一
、
手
を
つ
な
ぎ
守
っ
た
子
に
い
ま
背
を
押
さ
れ

小
　
野
　
良
　
子 

さ
ん
／
雄
物
川

一
、
こ
ど
も
達
昔
お
し
ゃ
べ
り
今
ス
マ
ホ

ペ
ン
ネ
ー
ム 

パ
ア
子
さ
ん
／
大
　
雄

一
、
少
子
化
で
子
供
の
声
が
な
つ
か
し
い

佐
　
藤
　
茂
　
子 

さ
ん
／
大
　
雄

一
、
貼
り
薬
届
か
ぬ
所
子
に
願
い

鈴
　
木
　
友
　
枝 

さ
ん
／
大
　
森

一
、
老
い
の
手
を
引
い
て
お
や
す
み
四
才
児

栗
　
林
　
サ
　
タ 

さ
ん
／
大
　
雄

次号（３月31日発行予定）
テーマは…「平成」

　平成も残りわずかとなり
ました。様々な出来事があ
りましたが、皆様にとって
どのような時代だったで
しょうか。次回のテーマは

「平成」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成31年３月15日（金）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
く
し
川
柳
福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

テ
ー
マ

こ
ど
も

善意 平成30年9月16日～平成30年11月30日受付分
善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹介しております。
ありがとうございました

【本部受付】
● ＮＰＯ虹の会 様
● 昔語り つむぎの会　畑 則子 様
● 平鹿総合病院 様
● よねや商事㈱ 様
● 横手建設㈱ 様

【横手福祉センター受付】
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 三　梨　敦　子 様（南　町）
● 鈴　木　了　子 様（上内町）
● 堀　江　茂　寿 様（間明田）
● ジャコバ ジャイルズ 様
● キンボール ライリー 様
● ヘイデン アンダーソン 様
● ダービス ドナルド 様
● 谷　口　　　徹 様（猪　岡）
● 大森コーラス蕗 様
● 金沢保育園 様
● 横手歌謡会 様
● 日本詩吟学院
　　 秋田吟詠会横手教場 様
● 横手市勤労者互助会女性部 様
● 民謡と歌謡 髙吉会 様
● 横手女性コーラス 様

● 立正佼成会横手教会
　　　　　　 法輪クラブ 様
● 横手南中学校 様
● 横手高校定時制ＰＴＡ 様

【雄物川福祉センター受付】
● 増田地域老連 おもしろ隊 様
● 横舞伝 様
● 椿寿会 様
● 朝友会 様
● 平鹿町大正琴愛好会 様
● 雄物川相撲甚句声友会 様
● 梅道三弦会 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● アンダンテの会 様

【大森福祉センター受付】
● 長谷山　昌　子 様（小詰沢）
● アンダンテの会 様
● 新日本舞踊扇佳流優仙会 様

【十文字福祉センター受付】
● 十文字ライオンズクラブ 様
● 艶歌歌舞義会 様
● アンダンテの会 様

【山内福祉センター受付】
● 昔語り つむぎの会　畑 則子 様

【大雄福祉センター受付】
● 民謡と歌謡 髙吉会 様
● 大慈寺谷地いきいきサロン 様

【平寿苑受付】
● アンダンテの会 様
● 樽見内保育園 様

【雄水苑受付】
● 村　田　重　美 様（平鹿・蒋沼）
● 福　田　清　廣 様（大森・武道）
● 佐　藤　昭　逸 様（東　里）
● 雄川大学 様
● 雄物川保育園 様
● 傾聴ボランティア「ひまわり」様
● 雄物川手話サークル 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● アンダンテの会 様
● 沼館婦人会 様

【憩寿園受付】
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 神　原　　　實 様（西　上）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● スーパーモールラッキー 様
● 認定こども園こひつじ 様
● 十文字ライオンズクラブ 様
● 植田小学校児童会 様

６社協だより

あなたの
悩みを

生 体支活 制援
事整 業備

　
突
然
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ

り
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

収
入
が
減
少
し
生
活
に
困
窮
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
予
期
せ
ぬ
状
況
に
よ
り

困
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
相
談
者
の
現
状
を

踏
ま
え
な
が
ら
解
決
策
を
一
緒
に

考
え
、
各
種
制
度
の
紹
介
や
利
用

支
援
な
ど
を
行
い
、
自
立
生
活
へ

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
回
は
病
気
に
よ
っ
て
収
入
が

減
っ
て
し
ま
い
、
今
後
の
生
活
に

不
安
を
抱
え
た
方
か
ら
の
相
談
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

相
談
者
は
四
十
代
男
性
、
ア

パ
ー
ト
で
妻
と
二
人
暮
ら
し
。

本
人
が
病
気
に
よ
り
勤
務
時
間

の
調
整
（
減
少
）
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
妻
は
手
術
で
休
職
し
た

た
め
世
帯
収
入
が
大
幅
に
減
少

し
、
生
活
に
困
り
相
談
に
訪
れ

ま
し
た
。
ま
た
相
談
者
は
別
居

し
て
い
る
両
親
の
住
宅
ロ
ー
ン

も
支
払
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
人
の
病
気
は
障
害
者
手
帳

交
付
対
象
に
該
当
し
て
い
た
た

め
、
交
付
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
説
明
し
申
請
を
勧

め
ま
し
た
。
ま
た
住
宅
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
、
本
人
よ
り
両
親
所

有
の
不
動
産
売
却
を
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
た
め
、
不

動
産
業
者
へ
の
相
談
と
ロ
ー
ン

を
組
ん
で
い
る
金
融
機
関
へ
の

相
談
を
促
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
障
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
な
が
ら
就
業
し
、
妻
は
術
後

の
経
過
も
良
好
で
徐
々
に
仕
事

に
復
帰
し
て
い
ま
す
。
ま
た
不

動
産
は
買
い
手
が
付
き
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
支
払
い
に
余
裕
が
で

き
た
た
め
、
生
活
が
安
定
し
て

き
て
い
ま
す
。

聴かせてく
ださい

支えあいの地域づくり
みんながいきいきと暮らせる

第７回

増田地域生活支援協議体「支えあいますだねっと」の取り組み

　地域の皆さんの健康づくりやお互いさ

まの支えあい活動を広めていくための方

法を、行政も含め地域の関係者・団体等

と協議を重ねた結果から、協議体では次

のような取り組みを行っています。

　協議の結果、人と人とがつながり交流できる『集ま

る場所・居場所づくり』が最も重要との意見にまとま

り、情報発信用の『支えあいますだまっぷ』を設置し

ました。まっぷには増田地域の各種サークル・団体等

の情報を掲載したほか、どこでどんな活動が行われて

いるのかが一目でわかるように、協議体構成員がレイ

アウトを工夫しながら作成しており、地域の皆さんの

交流の輪が広がるきっかけとなるよう進めています。

集まる場所・居場所づくりを広めるために

増田庁舎１階フリースペースに設置した
「支えあい ますだまっぷ」

主
な
取
り
組
み

●「支えあいますだまっぷ」の設置
●各種団体やサークルからの活動情報の収集
とまっぷへの掲示
●まっぷの周知とサークル団体等からの情報
提供を呼びかけるチラシの配布

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。



　栄小学校では、秋の収穫の喜びをより多くの

方々と分かち合うために、お世話になった皆様を

招待して『なべっこ会』を開催しました。

　児童会が中心となり、自分たちで育て収穫した

「栄っこ米」と「さつまいも」をお世話になった

皆様にプレゼントしました。その後、祖父母と一

緒に、１～３年生が「大屋梅の梅干しおにぎり」

を、４～６年生は「芋の子汁」を作り、来校され

た皆様と一緒に会食し、感謝の言葉をいただくな

ど、心温かい会になりました。

　さらに、毎年卒業記念品を贈ってくださってい

る『ふるさと栄会』の皆様にも、児童会より「栄っ

こ米」と「里芋」を贈り、感謝の気持ちを伝えま

した。

　また、５・６年生は小中合同ボランティア活動

として地域の方々と共にクリーンアップに取り組

み、３年生は福祉施設を訪問して歌の披露や利用

者の肩もみをしました。

　これからも、地域の方々に希望と元気を与える

ために、地域と関わりながら交流とボランティア

活動を行っていきたいと思います。

福祉教育活動推進校　栄小学校

８社協だより

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/ 検索

ふ しく な たち

なべっこ会の様子

　
地
域
で
除
雪
活
動
を
行
う
団
体
な

ど
へ
の
支
援
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
保
険
に
加
入
す
る
費
用
の
一

部
を
負
担
し
ま
す
。

◆
対
象
／
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と

が
困
難
な
世
帯
な
ど
の
除
雪
を
行

う
二
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

（
町
内
会
、
共
助
組
織
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
）

◆
条
件
／
申
請
書
や
名
簿
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
活
動
終

了
後
に
は
報
告
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
本
部
地
域

福
祉
課 

☎
36

－

５
３
７
７
又
は

最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
一
月
十
九
日
（
土
）
か
ら
二
十
七

日
（
日
）
は
「
秋
田
県
雪
害
事
故
防

止
週
間
」
で
す
。

　「
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
二
人
以
上

で
行
う
」
「
除
雪
機
の
調
整
は
エ
ン

ジ
ン
を
切
る
」
「
流
雪
溝
に
注
意
す

る
」
な
ど
除
排
雪
作
業
中
の
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

除
雪
活
動
団
体
等
へ
の
支
援

秋
田
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

相談所のお知らせ １～３月

▲

１月９日（水）13：00～15：00
　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668▲

１月21日（月）10：00～12：00
　大雄地域福祉センター ☎52－3311▲

１月30日（水）10：00～12：00
　十文字町健康福祉センター ☎42－5858▲

２月６日（水）13：00～15：00
　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668▲

２月13日（水）10：00～12：00
　増田地域局 １階 ☎45－4848▲

２月22日（金）10：00～12：00
　雄物川在宅介護支援センター ☎56－2072▲

３月６日（水）13：00～15：00
　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668▲

３月15日（金）10：00～12：00
　大森コミュニティセンター ☎26－3274▲

３月25日（月）10：00～12：00
　平鹿町ゆとり館 ☎24－3283

◉無料法律相談所日程 ※３日前までに予約が必要。
　お一人30分まで

▲

１月10日（木）、２月14日（木）、３月14日（木）
　 9：30～12：00　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668

◉無料税務相談所日程 ※予約不要


